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　市では、市民の皆さんが住みたい・住み続
けたいと思える安全で快適なまちをつくるた
め、新たに ｢都市計画｣ の導入に取り組んで
います。３月号では、都市計画区域が指定さ
れた地域で適用される建物の規模や道路に関
するルールについて紹介しました。
　今回は、都市計画の３つ目の柱である「市
街地開発事業」について紹介します。

市街地開発事業ってどんな事業？

　市街地開発事業は、火災の延焼など防災面で不安がある木造住宅密集地や、道路や公園
が計画的に整備されていない個別開発などによって形成された無秩序な市街地などを改善
し、住民にとって快適で暮らしやすい環境を整備するための事業です。代表的な事業とし
て、土地区画整理事業や市街地再開発事業が挙げられます。
　ここでは、土地区画整理事業の概要をお伝えします。

地域の課題を解決し、快適で暮らしやすい環境を整備するための事業です。
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みんなでつくる

都市計画 Vol.6

次回（８月号予定）は、「都市計画決定の流れ」について紹介します。

土地区画整理事業の概要

　土地区画整理事業は、土地を効率的に活用することで、まちの利便性を高める事業です。この事業では、
地域の土地所有者が協力し合い、道路や公園などの公共施設の整備に必要な土地を少しずつ提供します。
　事業により、公共施設が整備され、宅地も使いやすい形に改善されることで、住宅や商業施設の開発が進
み、まち全体が住みやすく魅力的な地域へと生まれ変わります。

●整備前 ●整備後
道路が狭く車や歩行者が通りにくい、不整形
で使いづらい土地があるなど、生活環境に不
便さがあります。

土地が整形になり、道路や公園も整備される
ことにより、暮らしやすくなります。

国土交通省
ホームページ

市街地開発事業の
詳細はこちら▼

子
田
七
号
墳
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
本
古
墳
群
の
石
室
は
一
部
破
壊

さ
れ
て
い
る
も
の
の
良
好
な
保
存

状
態
を
保
ち
、
特
に
亥
子
田
二
号

墳
で
は
全
長
約
10
メ
ー
ト
ル
に
お

よ
ぶ
片
袖
式
石
室
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
市

保
管
資
料
の
出
土
地
が
分
か
り
、

本
古
墳
群
の
性
格
を
さ
ら
に
深
く

探
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

亥い
の
こ
だ

子
田
古こ
ふ
ん
ぐ
ん

墳
群

　
桂
山
南
西
側
に
位
置
す
る
亥
子

田
古
墳
群
（
長
船
町
西
須
恵
）
出

土
資
料
が
市
に
保
管
さ
れ
て
い
る

た
め
、
出
土
位
置
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で

確
認
さ
れ
て
い
た
６
基
の
古
墳
に

加
え
、
新
た
に
１
基
発
見
し
「
亥

令
和
７
年
度
の
遺
跡
調
査

天て
ん
じ
ん
や
ま

神
山
古こ
ふ
ん墳

　
牛
窓
湾
に
築
か
れ
た
５
基
の
前

方
後
円
墳
の
う
ち
、
天
神
山
古
墳

に
お
い
て
、
地
元
住
民
か
ら
埴
輪

が
落
ち
て
い
る
と
連
絡
を
受
け
、

現
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
天
神
山
古
墳
は
全
長
約
85
メ
ー

ト
ル
、
出
土
埴
輪
や
古
墳
の
形
か

ら
４
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
築
か

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

市
の
前
方
後
円
墳
の
中
で
最
古
級

の
も
の
で
、
資
料
数
も
少
な
く
、

今
回
採
取
し
た
埴
輪
は
地
域
の
歴

史
的
価
値
を
知
る
手
が
か
り
と
な

り
ま
す
。

桂
山
山
頂
の
石
組

　
地
元
住
民
か
ら
桂
山（
長
船
町
）

の
山
頂
に
人
の
手
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
石
組
や
土
塁
状
の
構
造
物
が

あ
る
と
連
絡
を
受
け
、
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
桂
山
に
は
正し
ょ
う
つ
う
じ

通
寺
（
長
船
町
土

師
）
の
前
身
と
さ
れ
る
寺
が
あ
っ

た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
痕
跡

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

瓦
な
ど
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
お
ら

2026.    613

亥子田二号墳

ず
、
こ
れ
ら
が
作
ら
れ
た
時
期
や

用
途
な
ど
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

邑お

く久
古こ
よ
う
せ
き
ぐ
ん

窯
跡
群

　
瀬
戸
内
市
か
ら
備
前
市
に
か
け

て
邑
久
古
窯
跡
群
と
呼
ば
れ
る
約

１
３
０
基
も
の
須
恵
器
窯
跡
群
が

あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
邑
久
古
窯
跡
群
の
う
ち

土つ
ち
ば
し橋

窯
跡
と
更さ
ら
だ
に谷

窯
跡
周
辺
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
の
窯

周
辺
で
も
須
恵
器
片
が
確
認
さ

れ
、
窯
本
体
の
位
置
を
絞
り
込
む

成
果
を
得
ま
し
た
。

桂山山頂の石組桂山山頂の石組

瀬
戸
内
発
見
伝

巻
之
百
六
十
一

市
内
の
遺
跡
調
査
活
動

　
瀬
戸
内
市
に
は
、
古
墳
、
集
落

跡
、
城
跡
、
貝
塚
な
ど
多
種
多
様

な
遺
跡
が
約
９
８
０
件
存
在
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
遺

跡
を
通
じ
て
地
域
の
歴
史
を
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
現
状
確
認
や
新

た
な
発
見
を
目
的
と
し
た
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
地
元
住
民
と
協

力
し
な
が
ら
古
墳
や
窯
跡
な
ど
11

回
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
規
古
墳
の
発
見
や

謎
の
遺
構
の
確
認
、
過
去
の
人
類

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
遺
物
の
採
取

な
ど
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
成
果

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


